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	活動通信
	No.18
	訪問看護ステーション　サンビレッジ新生苑 様（岐阜県）
	手ぬぐいPR作戦始動です！
	手ぬぐいを首に巻いて、
	訪問へ出発
	実用性も高く、大活躍です！
	かわいいデザインで、
	みんなにっこり
	手ぬぐいで保冷剤を包み首に巻く事で、暑い夏を乗り越える必須アイテムとなり、日々の訪問でも大活躍でした！利用者さんからも、「いいもん巻いてるやん！なんやそれは？」と会話のきっかけにもなりました。また、法人主催の夏祭りにて、手ぬぐいを身に付けて参加し、法被にも映え、地域の方にも訪問看護をＰＲできる機会となりました。岐阜県マスコットキャラクター・ミナモのぬいぐるみも頭に手ぬぐいを巻いて、毎日PR活動をしてくれました！
	暑い夏に手ぬぐいが大活躍で、とても素敵な企画でした。ドリンクホルダーやペットボトルホルダーなど常に持ち歩き、訪問看護のＰＲができるものがあると嬉しいなと思います。
	夏祭りでも大活躍でした！



	訪問看護ステーション芍薬 様（神奈川県）
	また、こうした活動の様子と手ぬぐいPR作戦の趣旨に
	ご利用者宅に行ってきま～す！

	偶然ですが、このPR作戦完了直後に、横浜在宅看護協議会の理事の方々のお話をお伺いする機会に恵まれました。この理事の方々も、「訪問看護が一般/病院内に充分に知られていない」という問題意識をお持ちだと知り、衝撃を受けました。訪問看護財団様の当該ご活動でそうした問題があるのだなあ、と知った上で、身近な地域の
	ファッション敏感女子にも大好評

	今後も同様のPR活動を毎年７月に開催されるとのこと。感謝申し上げます。訪問看護が一般市民の方々にも医療者の間でももっと知って頂けるよう、弊社も微力ながらできる範囲で訪問看護のPR活動を進めていきたいと思います。



	横井 ひとみ 様（愛知県）
	街の保健室を開催。今回が3回目。暑い日だったので首に巻いて活動しました。
	手ぬぐいはタオルと違い、薄いので使いやすさを実感しました。
	参加してくださった地域の方々にも、手ぬぐいを見てもらいました。
	手拭い使って暑さに負けるな！

	訪問看護ステーションぽれぽれ 様（長野県）
	訪問看護師やリハビリスタッフに配布し、日々の訪問時に手拭きや汗拭きとして活用してもらいました。
	今回の活動を知ったタイミングが遅くなってしまい、本来の訪問看護普及強化月間より1ヶ月遅れての活動になってしまいましたが、スタッフや利用者さんにこのような活動があること、訪問看護について知ってもらう良いきっかけになったかと思います。今後もぜひ参加していきたいと感じました。
	訪問に行ってきます！
	訪問バッグに付けて

	訪問看護ステーションPono 様（京都府）
	日々の入浴介助の際、移動中、事務所での作業中など、看護師が首に巻いて汗拭きとして大活躍しています。
	手ぬぐいに描かれたかわいいピンポンちゃんのイラストにスタッフ一同癒やされながら、楽しくケアにあたっております。
	また、手ぬぐいに掲載されている「防災お役立ち」のイラストを見て、日常的に防災への意識を高めたり学び直したりする大変良いきっかけにもなっています。
	当ステーションのInstagramでも地域に向けて発信いたしました。
	汗だくで頑張ってます！
	Instagramより
	今回のご報告では、手ぬぐいが暑さ対策や日々のケアに役立ったことに加え、訪問看護が一般の方だけでなく、医療者や同じ法人で働く職員にも、まだ十分に知られていないという課題に気づかされたとの率直なご感想をいただきました。

	また、「これからも訪問看護のPR活動を続けたい」「今後も参加したい」という声や、持ち歩きやすいPRアイテムへのご提案も寄せられています。実際に活動したからこそ見えてきた課題や、今後につながる貴重なご意見をお寄せいただけたことを、大変うれしく思います。皆さまの活動と、率直なご感想に心より感謝いたします！
	活動の内容（300字以内）
	活動のお写真
	お写真のタイトル
	その他、ご感想など




